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はじめに
現在、展示をとりまく状況は大きな変革の
なかにある。とくに博物館をはじめとした施
設では市場の新自由主義化を背景に，財政難，
構造改革の波にさらされており，集客や採算
がクローズアップされるとともに，より多く
動員が期待できる展示内容が求められてきて
いる。東京都現代美術館では２００３年初夏に，
「人が集められるパンチのあるものを」（１）と
「スタジオジブリ立体造型展」を開催し，新
江ノ島水族館では２００４年のリニューアルオー
プンを機にエデュテイメント（edutainment），
つまり教育（education）と娯楽（entertain-
ment）を併せもつ運営が目指されている。
これらはいずれも展示の教育性を意識しつつ
も，娯楽的側面にも注目した試みとして理解
できよう。
しかし近年みられる展示の教育性と娯楽性
の均衡の問題は，ここ数年に現れた状況とは
限らない。分類に代表される近代的な展示（２）
が登場・模索された明治期においても，現象
の現れ方は異なるが，同様の問題状況を見出
すことができる。この両者の連関を明らかに
することは，展示にみられる教育的側面の核
心に迫る重要な研究課題であろう。本稿はそ
うした課題意識を持ちつつ，しかし展示の歴
史を明らかにする基礎的作業として明治初期
の博覧会における展示空間の生成過程を考察
することを目的とする。
とくにここでは，田中芳男の『博物貼』―
幕末から明治１０年頃にかけて開催された薬品
会，物産会，博覧会，書画会等の案内状や入
場札など貴重な一次資料を収集保存したも
の―を取り上げる。『博物帖』が作成された１９
世紀後半は，人々の目を惹き付ける魅惑的な
内容を公開したセンセーショナルな展示と分
類に基づいた科学的な手法への志向が交叉し
た時期であり，展示の持つ教育的側面が統一
されていない漠然とした状態にあった。この
成立期は展示にみる教育性の原点を見出すの
に適しているといえる。しかしこれまで明治
一桁代は「空白の時代」（３）とされ，先行研究
においても殖産興業・古器物保存といった行
政方針，およびそれに伴う博物館・博覧会の
行政機構の変遷や，明治初期の西洋の博物館
受容過程が分析の中心となっており，展示が
いかに教育的な営みとなりえたのか，という
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点について実証的な研究は等閑視されてきた
きらいがある（４）。したがって，本稿では『博
物貼』の分析を通して明治初期の博覧会の展
示空間の実体を明らかにするとともに，そこ
で明らかになった事実を手がかりに日本にお
いて，展示の教育的視点がどのように生成し
たのか，その原点について考察を加えたい。
なお構成は以下の通りである。
１．では日本における博覧会受容のあり方
を正確にとらえるため，明治維新以前，日本
社会がどの程度西欧の博覧会，博物館といっ
た展示施設を認知し，その目的を理解してい
たか，博覧会受容の前史を考察する。２．で
は『博物貼』に記載された博覧会資料の構成
と明治初期博覧会の性格を明らかにする。３．
では，当時の博覧会の展示空間を明らかにす
べく，出品物や展示環境について分析をおこ
なう。そして４．では博覧会の趣旨の分析を
通して，主催者が人々に何を伝えようとした
のか，またそれを見学者はどのように受け止
めたのかを探ってゆきたい。
１．近代博覧会を受容する前提
明治維新後の数年間，日本は未曾有の数の
博覧会を経験した。東京文化財研究所編『明
治期府県博覧会出品目録』によると，明治４
年（１８７１）から明治９年（１８７６）の６年間に
府県主催による博覧会は３２回にも及び，東京
をはじめ，京都，和歌山，徳島，名古屋，金
沢，木曽福島，大宰府など全国各地で展開さ
れている（５）。
ところで，明治初期における博覧会の氾濫
ともいえる状況は，博覧会が日本社会に認知
され，受容される土壌を作ったことは明らか
であるが，その実態を考察する前に，明治維
新以前の日本人がどの程度，近代的な展示を
認知し，理解していたか，について触れてお
きたい。
日本人が最初にモノを展示した教育的施設
つまり博覧会や博物館と出会ったのは，遣米
使節団が派遣された万延元年（１８６０）であっ
た。これは日米修好通商条約（１８５８年に調印）
の批准書交換を行うため，新見正興を正使と
してアメリカへ派遣された使節団で，途中，
スミソニアンインスティテューション・パテ
ントオフィスを見学している。ここでの見聞
を記した団員の日記には，「珍禽虫奇獣珍貝
魚類其外百貨貯蔵ノ所スミソニエント云フ
処」（６）「寺院様ノ所ニ行テ，万国ノ珍物器産
ヲ見ル，此家ハ則名器宝物収蔵ノ所ナリ」（７）
「諸国物品館」（８）などと記録されている。し
かしそれらは展示に関して「貯蔵ノ所」「収蔵
ノ所」の認識にとどまっており，展示の背景
にある思想に彼らが気づくことはなかったと
推測される（９）。とくにスミソニアンインステ
ィテューションにおける人間ミイラの展示に
ついて，使節団副使の村垣淡路守範正は「天
地間の万物を究理する故，斯くの如きに至る
といへど，鳥獣虫魚とひとしく人骸を並て置
くは言語に絶たり，額に汗するといふ古語に
反覆せり，即夷狄の名はのがれぬ成るべし」（１０）
と述べ，嫌悪感を露わにして，展示の意味に
疑問を呈している。松宮秀治は，村垣の感想
を博物館の背景にある思想を素朴に問いかけ
た一例としてとらえ，次のごとく述べる。
村垣のこの感想を，「文明」「科学」「技術」
という思想と無縁な前近代人の偏狭な優越
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意識とだけ受け取ってはならない。ここに
は西欧におけるミュージアムの思想を原理
的に批判する論理的思考はたしかに存在し
ていないが，西欧文化を徹底的に異文化と
して捉え，直感的に違和感を感じとる，す
なおな感受性が生き生きと作用している。
こんなものを集めるのが西洋の究理，つま
り「科学」というものなら，そんな科学は
いらない。こんなものを人に見せること，
つまり「公開」することがミュージアムと
いうものなら，そんなものはいらない（１１）
ここには，後の展示にみられる科学の進
歩への強い憧憬の念を見出すことができな
い。
その後，文久２年（１８６２）竹内下野守保徳
一行，文久３年（１８６３）池田筑後守長発一行，
慶応３年（１８６７）徳川昭武一行など，限られ
た一部のエリートたちによってロンドン万国
博覧会やパリ万国博覧会が見聞されていく。
それは同時に福沢諭吉をはじめとした知識人
や後の博物館創設の中核となった人物たち
に，目視が人の心に残す強い印象への気づき
と、見るという行為を通して大衆の「見聞ヲ
博クスル」する可能性の発見をもたらした。
その結果として，明治期において博覧会・博
物館の多くは国家の威信をかけた政策の一つ
として取り組まれたのであるが，そこでの具
体的な展示品の多くは「奇品」「珍什」の粋を
超えることはなく，まさしく方向性を模索し
ながらの出発であったことがうかがえる。政
府首脳や博物館の創設，博覧会の実施を行っ
た人物すら明確な方向性を持たないままの出
発であったのだから，むろん民衆にとって博
覧会・博物館に関する知識はほとんど皆無に
等しかったと言える。
それを象徴するーつの例として幕末の書
籍・辞書にみる「博覧会」「博物館」への関心
の薄さがあげられる。幕末に西洋文化を紹介
した出版物は非常にすくなく，博覧会や博物
館について言及した資料はさらに限られてい
た。例外としてロンドンの大英博物館やパリ
自然史博物館の紹介記事が掲載された「ネー
デルランドマガゼイン」（天保９年（１８３９））
が挙げられるが，「ネーデルランドマガゼイ
ン」を抄訳した箕作阮甫『玉石志林』に博物
館に関するの記事は掲載されず，また世界の
国々の沿革や地理，特産を記した大槻禎重『海
国図示』，佐渡銀次郎・手塚律蔵『万国図示』，
箕作省吾『坤輿図識』においても同様であっ
た。
近世末において海外を紹介する重要な役割
も負っていた蘭和・英和辞書についてもみて
も，寛政８年（１７９６）に編纂された『波留麻
和解』を皮切りに『道訳法児馬』，『諳厄利亜
語林大成』，『贈訂華英通語』など相次いで完
成したものの，「博物館」「博覧会」の語彙が
紹介されるのは１８６２年（文久２），堀辰之助
による『英和対訳袖珍辞書』（１２）の登場まで６０
年以上待たねばならなかった。その後，周知
の通り，明治維新直前の慶応３年（１８６８），
福沢諭吉の『西洋事情』で「世界中ノ物産古
物珍物ヲ集タヲ人ニ示シ見聞ヲ博クスル為ニ
設ケルモノナリ 」（１３）「前条ノ如ク各国ニ博
物館ヲ設ケテノ古来世界中物品ヲ集メト雖モ
諸邦ノ技芸工作，日ニ関ケ諸般ノ発明随テシ
出随テ新ナリ之カ為昔年ハ稀有ノ珍器ト貴重
セレモノモ方今ニ至リテハ陳腐ニ属シ昨日ノ
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利器ハ今日ノ長物トナルコト，間々少ナカラ
ズ。故ニ西洋ノ大都会ニハ，数年毎ニ産物ノ
大会を設ケ，世界中ニ告知シテ各々其国ノ名
産，便利ノ器械，古物奇品ヲ集メ，万国ノ人
ニ示スコトアリ。之ヲ博覧会ト称ス」（１４）と，
博物館と博覧会が紹介されることによって，
ようやく人々にその存在が広く知られるよう
になったのである。
このように博覧会・博物館は日本に紹介さ
れてわずか数年という短期間に受容され，ま
た見よう見真似で摂取されたのであり，明治
初期に博覧会を自ら開催し経験することを通
して，その意味を体得していったのである。
そしてそれは主催者だけに限らず，出品者，
見学者にとっても同様であった。このように
明治初期の博覧会はその後の日本の展示の方
向性を見出す契機となり得たのであり，展示
のありようを考える上での原点ともいえよ
う。
２．『博物貼』にみる明治初期博覧会の多
様な性格
博覧会を受容する基盤が，未だ未成熟なな
かで明治初期の博覧会はどのように展開され
ていったのか。ここでは田中芳男が残した『博
物貼』を手がかりに探っていく。
田中芳男（１８３８－１９１６）は，江戸時代末期，
物産学者伊藤圭介の門下として物産学を学ぶ
とともに，数多くの物産会を経験，慶応３年
パリ万国博覧会に徳川幕府が参加した際には
出品事務に参与するとともに，海外の博物館
施設を視察し，維新後は大学南校物産局に出
仕，博物館創設の仕事に携った人物であり「江
戸の物産学・物産会と明治初期の博物館の接
点に位置し，その仲介者」（１５）と言われる。『博
物貼』は田中芳男が，物産学等の仕事上，ま
た個人的な興味に基づき，丹念に蒐集した資
料であり，これらの資料は年度など若干の補
足説明はあるものの，概ね当時の状態のまま
で，アルバムに貼り付け，保存されている。
内容は幕末から明治１０年頃までの博物関連の
資料，薬品会・物産会・書画会・盆栽会・古
器物鑑賞会の案内状や引札，出品依頼状，見
世物の引札や版画，さらに当時出版された博
物関連書籍や内田正雄の『輿地誌略』など西
洋文明を紹介した書籍の広告などを含み，先
行研究においても「博物館学関連資料は現存
するもっとも重要な資料体」（１６）であることが
指摘されてきた。とくに，明治初期の博覧会
に関する資料は充実し，幕末から明治初期に
開催された薬品会，物産会，博覧会の資料に
加え，田中が直接に関わった明治４年の「大
学南校主催九段物産会」，明治５年の「文部
省主催湯島聖堂博覧会」，明治６年と７年の
「博覧会事務局主催博覧会」等に関する資料，
さらには明治５年の「京都博覧会」の際に刊
行された『博覧新報』（第１号－第８号）な
どを含み，明治一桁代の空白の時代に光を当
てるものである（１７）。
さて『博物貼』には１８６１年（元久元）～１８７５
年（明治８）までに開催された２９の博覧会に
関する資料が保存されている。内訳は政府主
催博覧会４件，府県主催博覧会（民間との共
同設立した博覧会社も含む）６件，民間人主
催による薬品会・物産会・盆栽会，博覧会１８
件であり，その他にウィーン万国博覧会関連
資料・博物局作成の鳥獣類剥製大略，博覧会
事務局・出品する際の注意事項に関する資
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名称 内容 会期 主催者 会宅・会場
盆栽乾品物産会 案内状：主旨及び出品の依頼。辛酉冬日に発行。 １８６１年（文久元）５月９日・１０日 榕室錫天（京都山本読書室関連） 京都油小路五条北読書室山本沈三郎宅
尚古会 入場札：主旨など １８６３年（文久３）７月２６日 大日本煎茶観蓮小集板橋銭蕉社中 不忍池弁天別当所
薬品会
案内状：主旨及び出品の依頼。出品に加藤友文・
南川秀栄の名あり。届所は橋本村長谷川桂山。
１８７０年（明 治３）５月１３日・
１４日
岸和田藩医員 岸和田円城寺
物産小集 案内状：主旨及び出品・展覧規則
１８７１年（明治４）１０月７日～
２６日・２０日間
補助 博物社中 后見：竹
本要斉・会主：中村芳兵衛
雑司が谷鬼子母神少し手前陶器所含翠園
EXHIBITION
外国人向け案内状。横浜ジャパンヘラルドにて活
版印刷
１８７１年（明治４）１１月１９日～
１２月８日
竹本要齋 TAKATA YUTSYA MAHCI
大学南校物産会
入場札か？
１８７１年（明治４）５月１４日 須原畏三，楓川釣古 招魂社地内
“物産会目録 （大学南校物産会の目録かは不明）
獣之部乾品・鳥之部乾品：日本名英語名が記載。
Procupine，birds of paradeiseの図の貼りこみがあ
る”
博物会 案内状：主旨・展覧規則
１８７１年（明治４）１０
月２０日より２０日間
会主：四海屋静一，
後見：灌花園標堂
両国柳橋万八楼上
告條 案内状
「来ル十五日ヨリ日数十五
日間」（明治４年か？）
不明 本町緑町５丁目角薬種店伊勢喜別宅ニおゐて
博物会 案内状：主旨及び展覧規則
１８７２年（明治５）１月１５日よ
り（詳しい会期は不明
灌花園主人 寿徳院
名称不明 案内状
１８７２年（明治５）「来ル５日
６日」（「壬申四月」と記入あ
り）
蕉葉軒社中 九段招魂社前
鳥獣類剥製大略 鳥獣の剥製作成方法について記述 １８７３年（明治５）か？
文部省博物館主催博覧会
案内状：入場案内
３月１０日より２０日間（その
後４月３０日まで延長）
文部省博物館 昌平坂聖堂
案内状：主旨・出品規則〈１８７１年（明治４）９月発行
史料〉
１０月１日より１０日間（出品
者は９月１５日より文部省博
物館に「差シ出ス」旨記載
あり。）
同上と内容は同じ。日時に違いあり〈１８７２年（明治５）
正月発行史料〉
３月１０日間より２０日間（出
品者は２月１５日より提出）
出品する際の注意
事項について
出品する際の加工や，留意点などの細かな説明。
獣・貝・魚の解体方法や保存方法，記録のつけ方，
出品物の大きさなどの規定
１８７２年（明治５）か？
「博覧新報」第１号～第
８号（第一回京都博覧
会関連資料）
博覧会主旨・府県への出品依頼，外国人の入京規
則，案内状，出品規則，販売状況など。
１８７２年（明治５）３
月１０日～５月３０日
京都博覧会社 西本願寺，知恩院，建仁寺
物産小会 案内状
１８７２年（明治５）３月１１日よ
り１００日間
総括：竹本要齋・会主：四
海静一，中村芳兵衛
渉学伝法院庭緑地町
物産小会御出品□□ 出品依頼 金龍山
厳島千畳閣大聖院博覧会 厳島神庫物品目録
１８７２年（明治５）６
月１０日より３０日間
広島県 厳島千畳閣大聖院
ウィーン万国博覧会
「墺英両国博覧会出品展観之証」壬申１１月２９日。
博覧会事務局朱印あり。他に和英両記もあり。裏
面に展覧の際の注意書きがあり。
出品依頼
博覧会 案内状か？ １８７２年（明治５）か？ 名古屋伝馬町□丁目主事局 愛知県名古屋東掛所
古筆書画展覧会 案内状：主旨 １８７４年（明治７）
会主：古筆両家・補助：赤
松香雨，田澤静□
上野山内奥寺観善院
高遠博覧会規則 博覧会規則
１８７４年（明治７）７月２０日～
８月１０日，２０日間
高遠博覧会社 満光寺
賞会 入場券か？ １８７５年（明治７）「連日六日」 賞社中 浜町新海邸中常盤楼
盆栽博覧会 入場券か？
１８７５年（明治７）か？７月１５
～１７日・３日間
芝丸山荘園主 不明
盆栽会 案内状
１８７５（明治７）「当月二十六・
七日」
催主：竹逸・玉川
補助：植木屋惣連
今川小路１丁目玉川茶亭
博覧会事務局主催博覧会
案内状：博覧会規則・出品規則 １８７５（明治７）３月１日より
５０日間
博覧会事務局 山下御門内博覧物館
入場券
京都博覧会「質問書」京都博覧会社審査品評掛
博覧会事務局主催書画展
出品案内の引札
１８７４年（明治７）５月１日～
３１日
博覧会事務局 湯島聖堂大成殿「．聖堂明治七年五月一日ヨリ書画大展観目録（一，
二）」
石川県博覧会 引札
１８７４年（明治７）６／１６～７／
３１
石川県 金沢市兼六園内東別院
木曽福島博覧会規則 博覧会規則
１８７４年（明治７）８月１０日～
２５日
福島博覧会社 興禅寺
遊郭博覧会 入場札
１８７５年（明治８）２月１５日よ
り
俵屋和助，泉屋忠兵衛 江戸町金瓶楼
「山手花園」（「花樹草
木乃博覧会」と記載あ
り）
記載なし ４月２・３日 記載なし 記載なし
表 『博物帖』に記載された博覧会関連資料
【凡例】 １．表記にあたり現行の印字フォントに存在しない文字は当用漢字
２．判読不明な文字に関しては□で文字を補った
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料・第一回京都博覧会の際に発行された『博
覧新報』１号－８号が含まれる。民間人主催
による資料が多く保存されているところに特
徴があろう。
表をみると「博覧会」の他に「物産会」「薬
品会」「物産小集・物産小会」「博物会」といっ
た多様な名称が，とくに民間人主催の会で多
く見られる。
しかしながら，これらの名称の差異が意味
するところは不明瞭といわざるを得ない。た
とえば文久年間に外国奉行を務めた竹中要斉
が明治４年（１８７１年）１０月に開催した物産小
集，明治５年（１８７２）３月の物産小会や，会
主，四海屋静一，後見，灌花園標堂による明
治４年（１８７１）１０月，翌明治５年（１８７２）１
月の博物会などは趣旨を見ても，「天造人工
の別なく古今来珍奇異等の物件を蒐羅して衆
庶の技観に供し世俗の見聞を拡め諸学術技芸
の進歩を助るの一挙なり」（１８）と案内状に記さ
れ，明治４年（１８７１）５月に開催された最初
の政府主催博覧会である大学南校物産会の趣
旨「其名ヲ正シ其用方ヲ弁シ人ノ知見ヲ広ム
ルニ在リ」「世俗ノ隔見ヲ啓キ且古今ノ同異ヲ
知ラシムルノ資助ト為」（１９）とほぼ同じ内容で
ある。対象者や開催期間も近世の薬品会や物
産会のような２日程度の短期間に限られた同
好者を対象としたサークル的な催しと異な
り，「世俗」「衆庶」（２０）であり，２０日から１００日
もの長期間にわたる公開を常としている。そ
の他，料金の徴収など形式的にも，内容的に
も政府主催の博覧会と民間人による展示公開
は類似点が少なくない。
このように民間，政府主催ともに，近世と
は異なる形式での会が開催される一方で，近
世との繋がりをもった会も明治５年以降，減
少するものの若干行われていたことが確認で
きる。文久元年（１８６１）５月に開催された京
都山本読書室―文久３年を最後に中止される
までの４０回以上開催をしてきた―の榕室錫天
による盆栽乾品物産会，文久３年（１８６３）７
月大日本煎茶観蓮小集板橋銭蕉社中の尚古
会，明治３年５月（１８７０）岸和田藩医員「薬
品会」はその一例といえる。これらの会の場
合も開催期間は２日間程度とはいえ，例年２００
～４００人もの見学者を迎えており，出品者も
従来の主たる対象者であった本草学者，医者
に加え，町人も含まれ，一般の観客を獲得す
るにいたっているものの，依然として趣旨に
は「評定」「評論」「研究」と記され，維新以降，
多数開催された博覧会と性格を異にする（２１）。
幕末から明治初期は，従来の一部の好事家
だけでなく，一般人を獲得するという大きな
変化があった。しかし「見る」行為が人々に
強い印象を残すことが意識され，新しい展示
が志向されるようになる一方で，近世的な展
示が未だ多く残されており，両者が雑居した
状況にありながらの出発であった。次項以降
でその雑居性を展示空間からさらに詳しく考
察をおこなっていく。
３． 明治初期博覧会の展示空間
出品物についてはこれまでも優れた研究蓄
積が残され，また東京文化財研究所『明治期
府県博覧会出品目録政府主催』（２２）に府県主催
の博覧会の出品物に関する具体的な総数や内
容について詳しいので本稿では概略を紹介す
るにとどまりたい。出品物の傾向を大きく分
類すると次の通りである。
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政府・府県主催・民間人主催を問わず，最
も出品物の構成として多いのが，珍品・古器
物・新発明品・舶載製品・動物・植物・鉱
物・その他分類できない雑品を網羅的に取り
扱う場合である。とくに『博物帖』には，明
治５年（１８７２）頃に博覧会事務局が残した出
品に際した注意事項に関する記録が残されて
おり，主催者がどのようなモノを，民衆にみ
せようと注意していたのかを知る上で興味深
い。なお，この資料は明治５（１８７２年）墺国
博覧会出品の布達に関連した資料と推測され
る。
そこには，「金石土砂草木鳥獣魚介虫類並
製造諸品且珍器ノ品」を差し出す旨が記され
ている。土石鉱物類は有用無用を論ぜず取り
集め提出すること，植物の大きさの指定（半
紙半分以下の大きさは不許可），鳥獣魚貝類
の処理の仕方，腐敗した場合の記録方法やホ
ルマリン漬けの方法などが事細かに記され，
やむを得ず鳥獣など腐敗した場合には「生活
ノ時ノ趣」を記録することなどなど事細かに
注意事項が記されている。いずれも「自然形
ヲ損セス」（２３）よう配慮がなされており，時の
政府が展示を行う際に，断片的な形のモノで
なく，植物や動物，鉱物の全体像，さらには
自然界にあった時の姿がうかがえるように，
展示に注意を促していることがわかる。これ
は見学者に正確な名称とモノとを結びつけた
理解を促すための工夫といえ，日常生活で博
覧会に展示されていた鳥獣魚貝や鉱物を目に
した際に，モノと名称が一致するための仕組
みであったと思われる。
そのほかに古器書画や盆栽，明治８年
（１８７５）開催の遊郭博覧会の名妓の遺物ある
いは衣装雑具，郭中に由縁の品物といったよ
うな，特定のモノを展示した場合，高遠博覧
会に見るように，動物，植物，戯場，相撲，
活花，軽業，競場といった見世物的内容を含
んだ出品内容がある。
ここで注意したいのは，たとえ主催者が見
世物として意図していなくとも高村光雲の
「その博覧会というものが，まだ一般にその
頃の社会に何んのことかサッパリ様子が分ら
ない。実にそれはおかしいほど分からんので
ある」（２４）の言にあるように，それを見学した
民衆にとっては異なる伝わり方をした点であ
る。この点については次項以降で考察してい
きたい。
さて，これらの出品物の展示方法は現代の
ものと大きく異っていた。この点について『博
物貼』におさめられた案内状や出品依頼状な
どに記された注意事項が参考となる。それに
よると多くの場合，展示品のそばには「名称」
「出品者の氏名」さらに「値札」が提示して
あったことがわかる。この他にも機械や新発
明品に関しては，用い方が記されていること
もあった。また，多くが見学者が手を触れる
ことを禁じており，展示物とある一定の距離
を保ちながらの，観覧を指示していた。展示
品はそれ自体に価値があるのではなく，むし
ろ，出品物を誰が出したのか，その供給源を
明らかにするとともに，値段にみる価値が重
要視されていたのである。出品物の売買は多
くの博覧会に共通しており，何が売れるのか，
需要があるのかを知りうる場でもあった。
４．博覧会における知の内容
本項では，上記の展示を展開するにいたっ
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た背景について，会の趣旨および事例を通し
て検討する。その検討を通して，明治初期の
博覧会において，博覧会の開催を通して主催
者が何を求め，またそれを見学者はどのよう
に受け止めたのかを探ってゆきたい。
繰り返すように，この時期の博覧会におい
て共通に理解されていたのは，日常とは異な
る特別な空間での「見る」という行為が人の
心に強い印象を残すということであり，具体
的に博覧会の展示を通して人々に何を伝える
のか，という点については十分な理解がされ
ていたとは言いがたい状況であった。むろん
政府主催の博覧会では「殖産興業」や「古器
物保存」といったスローガンは掲げられてお
り，それに依拠した展示が志向されたのであ
るが，既述したように，展示品の多くが「奇
品」「珍什」であり，これらのスローガンがど
の程度，展示に徹底されていたのかについて
は疑問が残る。いずれにせよ，主催者の多く
が，この時期において一般人を対象とした博
覧会を通して，何からの知を伝えようとつと
め，また近世とは異なる展示のありようが模
索された時期であった。
この点を考察するにあたり『博物貼』に残
された博覧会の案内状や出品依頼状の多くに
は，会の趣旨が印刷されており，主催者博覧
会で何を見学者に伝えようとしたのかを検討
するうえで興味深い。それによると趣旨の目
的は大きく次の５点に分類されよう。
まず第ーに近世の流れを汲んだ物産会に代
表されるもので，仲間との討論・評論を目的
とし，いわば「資料の情報交換センター的役
割」（２５）を負っていたものである。この会につ
いては今後検討が必要であるが『博物貼』を
見る限りにおいては，幕末から明治２・３年
まで残っているが，その後姿を消している。
第二の目的として個々人の立身出世が挙げ
られる。例えば物産小会では「職工は精工の
妙手を志らせ。農夫は□極の奇術をまたさす
るに至れば。（中略）各業の□め自づから多
くなり。一身楽生の利を□の。階梯とも来
ん。」（２６）と記され，第一回京都博覧会では「衆
庶ノ技観ニ供シ」「知見ヲ広ムル」「新発明ヲ出
シ専売ノ徳ヲ得ル（中略）終身幸福」（２７）と記
されている。見学者は博覧会でモノを見るこ
とによって，新しい技術や発明品を知ること
ができ，それを生かすことによって幸福がも
たらされると想定されていた。事実，多くの
博覧会において展示物に出品者の氏名が記さ
れ，それを通して誰がその製品を供給するこ
とが可能なのか，ということが常に明らかに
されていたし，京都博覧会では外国人向けの
販売が行われ，そこでの売れ筋から輸出の際
のアイデアを得ようとする向きもあった。現
在の博物館は，特別展などに際して有料であ
るのが常となっているが，明治初期において
も仲間との討論・評論を目的とした物産会・
薬品会をのぞいて大部分が有料であった。こ
の背景には，上記の趣旨にあるように立身出
世を目指した当時の教育と同様に，個々の見
学者が利益をうるという受益者負担の考えが
根底にあると思われる。
第３に物と名称との関係の共通理解を一般
に普及する点にあったといえる。博覧会の趣
旨や規則には「其の名を正す」「其の用法を弁
じる」が再三にわたり強調される。また先に
見たように，展示物は極力自然にあった時の
姿を崩さぬよう，つまり生活の中で，その物
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を見たときに名称とモノとが一致するよう配
慮がされていた。人は生活に身近な存在物が
あれば最初に名称をつける。名称は人に伝達
するための重要な道具であり，そのモノが有
用であることを伝達するにはまず，モノと名
前を一致させる必要があったと思われる。
第四に歴史的展示を通して，いかにして進
歩をするか，ということを民衆に考えさせる
機会の提供をする目的があった。古器保存の
重要性が指摘された時期であったが，単に古
く珍しいモノをいうだけでなく，それらを年
代順に配列することによって，進歩への希望
を人々に持たせんとするものであったといえ
る。
第五に，見ることの快楽を追求した点が挙
げられる。もともと「博物」という語は，１７７０
年（明和７）に刊行された『博物筌』や１７８０
年（安永９）に刊行された『妙術博物筌』（２８）
にみるように日々の生活にまつわる事柄から
神事，芸能など多岐にわたり，目に見える事
象から，占いなど目に見えない事象まですべ
てを包括していた。明治初期の博覧会はこれ
までにない知識のありようが模索され始めた
時期であったが，実際の展示ではあらゆるも
のが一つの空間に収められ，そこへいくと好
奇と驚きがセットになって用意されており，
言葉で還元できないイメージを掻き立てる場
であって，民衆にとってはこの点が大きな意
味を持ちえていたといえよう。
最後に見学者と展示の関係について触れた
い。これまで見てきたように主催者は博覧会
を通して技術や立身出世といった進歩を促す
展示を行うよう展開されてきたが，それは必
ずしも見学者への受け止め方を強制しうるも
のではなかった。したがって，彼らに展示に
対して，どのような態度で応じるべきなのか，
何を読み取るのか，を理解させるには，見学
者にとって「さっぱり意味がわからない」展
示，繰り返し開催し続けることによってでし
か，働きかけができなったといえる。ここに
明治初期の未曾有ともいえる博覧会開催の多
さの意味が見出せるのである。
おわりに
本論では『博物帖』に収められた幕末から
明治初期の博覧会関連の一次資料の分析を通
して，明治初期の博覧会および博覧会に類す
る会の展示空間がどのように生成されたか，
を考察してきた。その結果，明治初期の博覧
会は高遠博覧会に代表される見世物的性格を
強く持つもの，限られた同好の仲間との討
論・研究を目的とするものなど前近代的要素
を残しながらも，一方で不特定多数の一般人
を獲得しつつ，モノと名称との共通理解の普
及や，進歩を希求する感情の喚起，さらに需
要と供給を一目させる場の設定などを目指し
ていたことが明らかとなった。それは来るべ
き西洋化の時代のなかでの立身出世を可能と
する知識を付与することを志向していたと言
えよう。しかし同時に民衆にとって，博覧会
はあらゆるモノが一つの空間に収められた，
多分に好奇と驚きがセットとなった，見る快
楽を追及する場，つまり言葉では還元できな
いイメージを掻きたてられる場でもあった。
一切のモノに関係した注釈やさまざまな属性
が取り払われた展示は，何の予備知識も持た
ない人々にとって，モノの持つ意味を理解す
るには困難であり，珍しい品々の列でしかな
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かった事実は避けられなった。このように明
治初期の博覧会には教育的な志向と娯楽の両
者が同居しあっている様が確認されるか，こ
こに伏在する状況は一見するより複雑で展示
の本質的な問題をはらんでいるといえる。現
代においても，モノそれ自体が有している質
量や嗅覚的，色彩といった漠然とした雰囲気
をどのように扱うかは共通した問題であろ
う。
上記のような問題点を内在しながらも、と
もかく明治初期の博覧会は「珍」な展示品を
単に珍しいモノとしてみるのみでなく，その
ものに関連付けられる知識を統一し，モノを
正しく認識することを求めた。それは明治初
期の民衆にとっては見慣れない器械や鉱物を
多く展示するものであったが，「珍しい」を
超えて，これらが国家に果たす役割であった
り，価値を認識させる試みであった。そのた
めには繰り返し時間をかけて正しい認識を促
す必要があり，それと同時にその認識が社会
的に定着することが期待されたのであり，明
治初期において頻繁に開催された博覧会はこ
の意味において重要な役割を果たしたと考え
られる。
今後の課題として、同じく田中芳男作成の
安政末年から大正５年までの雑多な資料を貼
り交ぜた『 拾貼』，明治初年から明治２０年
前半までの錦絵や一枚刷などを含んだ『多識
貼』などを分析があげられる，これらの分析
を通して明治初期の個々の博覧会における展
示空間を復元するとともに，そこにみられる
教育の内容にさらに、明治初期の博覧会がそ
の後の日本の博物館に与えた影響についても
考察していきたい。
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